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そ
の
人
は
湯と

う

（
坂さ

か

井い

）
徳と

く

章し
ょ
う

。
父
は
熊
本
出

身
の
警
察
官
坂さ

か

井い

徳と
く

蔵ぞ
う

、
母
は
台
南
生
ま
れ
の

湯と
う

玉ぎ
ょ
く

。
徳
蔵
は
強
い
正
義
感
と
反
骨
精
神
を
持

つ
「
肥ひ

後ご

も
っ
こ
す
」。
現
地
人
の
抵
抗
に
手

を
焼
く
台
湾
に
赴
い
た
。
あ
る
時
楚そ

そ々

と
し
た

女
性
に
ひ
か
れ
る
。
当
時
、
日
本
人
と
台
湾
人

の
結
婚
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
出
世
や

周
り
の
目
を
気
に
す
る
男
で
は
な
か
っ
た
。

　
１
９
１
５
年
、
徳
章
８
歳
。
数
百
人
の
暴
徒

が
派
出
所
を
襲
っ
た
。
事
前
に
察
知
し
た
徳
蔵

は
『
徳
章
、
声
は
絶
対
出
す
な
。
玉
、
子
供
た

ち
を
頼
む
』
と
裏
口
へ
逃
が
し
た
。
激
し
い
攻

防
の
末
落
命
。
徳
章
一
家
は
困
窮
す
る
。
玉
は

布
製
ボ
タ
ン
づ
く
り
で
生
計
を
た
て
る
。

　
金
の
か
か
ら
な
い
師
範
学
校
に
入
学
し
た
が
、

２
年
で
退
学
。
製
糖
工
場
で
働
き
な
が
ら
学
び
、

父
と
同
じ
20
歳
で
警
察
官
に
な
る
。
精
勤
に
し

て
優
秀
。
順
調
に
出
世
す
る
。
だ
が
、
有
力
な

日
本
人
の
ひ
き
逃
げ
に
手
心
を
加
え
ず
左
遷
さ

れ
る
。
こ
ん
な
組
織
に
い
て
も
希
望
は
な
い
。

台
湾
人
の
人
権
を
守
り
、
法
の
下
の
平
等
を
実

現
す
る
に
は
外
へ
飛
び
出
す
し
か
な
い
。

　
文
筆
家
で
名
を
な
し
て
い
る
叔
父
の
又ま

た

蔵ぞ
う

を

頼
り
東
京
に
向
か
う
。
目
指
し
た
の
は
超
難
関

の
高
等
文
官
試
験
司
法
科
。
中
央
大
学
の
聴
講

生
に
な
り
猛
勉
強
。
そ
れ
は
鬼
気
迫
る
も
の

だ
っ
た
。
抜
群
の
記
憶
力
と
負
け
ん
気
は
奇
跡

を
呼
ん
だ
。
昭
和
16
年
10
月
、
34
歳
で
合
格
。

そ
の
後
行
政
科
に
も
合
格
。
さ
あ
台
湾
に
帰
ろ

う
！
昭
和
18
年
７
月
、
船
上
の
人
と
な
っ
た
。

　
台
湾
の
新
総
統
に
頼ら

い

清せ
い

徳と
く

が
就
任
し
た
。
民

進
党
と
し
て
は
３
期
連
続
だ
が
得
票
率
は
40
％
。

立
法
院
で
も
過
半
数
を
取
れ
ず
、
苦
し
い
政
権

運
営
に
な
る
だ
ろ
う
。
だ
が
頼
は
逆
境
に
強
い
。

台
湾
北
部
の
貧
し
い
炭
鉱
労
働
者
の
家
に
生
ま

れ
、
生
後
百
日
で
父
を
亡
く
す
。
母
は
炭
鉱
で

真
黒
に
な
り
働
く
。
母
は
頼
を
医
師
に
さ
せ
た

か
っ
た
。
息
子
は
ひ
た
す
ら
勉
学
に
励
む
。

　
難
関
の
台
湾
大
・
台た

い

南な
ん

の
成せ

い

功こ
う

大
医
学
部
で

学
ぶ
。
成
功
大
附
属
病
院
の
内
科
医
と
な
り
、

腕
の
良
さ
と
実
直
な
人
柄
で
慕
わ
れ
た
。
頼

は
初
め
て
の
直
接
投
票
に
よ
る
台
湾
省
長
選
挙

で
、
医
師
会
を
代
表
し
民
進
党
候
補
を
応
援
し

た
。
こ
れ
が
政
治
と
の
出
会
い
と
な
っ
た
。
貧

困
を
な
く
し
、
社
会
正
義
を
実
現
し
た
い
と
の

溢あ
ふ

れ
る
思
い
が
政
界
へ
向
か
わ
せ
た
。

　
２
０
１
０
年
、
台
南
市
長
に
就
任
。
徹
底
し

た
現
場
主
義
で
諸
問
題
を
解
決
す
る
。
強
い
信

念
と
実
行
力
が
中
央
政
界
の
目
に
と
ま
る
。
そ

の
後
行
政
院
長
（
首
相
）
か
ら
副
総
統
に
昇

格
。
頼
は
台
湾
き
っ
て
の
親
日
家
。
誠
実
・
勤

勉
・
奉
仕
な
ど
の
日
本
的
精
神
が
刻
ま
れ
て
い

る
。
２
０
１
４
年
３
月
13
日
。
頼
市
長
は
あ
る

人
の
「
命
日
」
に
あ
た
る
こ
の
日
を
、
台
南
市

の
「
正
義
と
勇
気
の
記
念
日
」
に
制
定
し
た
。

　
９
月
、
台
南
市
内
に
弁
護
士
事
務
所
を
構
え

た
。
時
代
は
大
き
く
動
く
。
日
本
は
敗
れ
た
。

徳
章
は
蒋し

ょ
う

介か
い

石せ
き

の
「
台
湾
同
胞
よ
、
祖
国
の
胸

に
帰
れ
」
を
警
戒
し
た
。
教
育
水
準
や
道
徳
心

の
低
劣
な
大
陸
人
が
入
っ
て
き
た
ら
騒
動
に
な

る
。
案
の
定
、
枢
要
な
ポ
ス
ト
を
独
占
。
米
・

砂
糖
・
塩
は
全
て
大
陸
に
運
ぶ
。
激
し
い
イ
ン

フ
レ
が
起
き
る
。
不
満
が
鬱う

っ

積せ
き

し
て
い
た
。

　
１
９
４
７
年
２
月
27
日
、
台
北
市
で
闇
タ
バ

コ
を
売
っ
て
い
た
女
性
に
役
人
が
暴
行
を
加
え

た
。
群
衆
の
怒
り
は
爆
発
し
、
一
挙
に
全
土
に

広
が
る
。〝
２
・
28
事
件
〟
の
勃
発
だ
。
官
庁
や

警
察
署
が
襲
わ
れ
る
。
蒋
介
石
は
秘
か
に
精
鋭

軍
を
上
陸
さ
せ
、
各
地
で
虐
殺
が
起
き
た
。
知

識
人
を
中
心
に
３
万
人
が
犠
牲
と
な
る
。

　
台
南
で
も
大
学
生
た
ち
が
決
起
す
る
。
徳
章

は
「
正
規
軍
が
投
入
さ
れ
れ
ば
殺さ

つ

戮り
く

に
な
る
。

は
や
る
な
」
と
説
得
。
若
者
も
従
っ
た
。
指
導

者
は
次
々
に
逮
捕
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
「
日
本

人
弁
護
士
」
へ
の
追
及
は
厳
し
か
っ
た
。
拷
問

で
あ
ば
ら
骨
が
折
れ
た
。
彼
ら
は
反
乱
者
の
名

簿
を
欲
し
が
っ
た
が
、
頑
と
し
て
口
を
割
ら
な

か
っ
た
。「
死
ぬ
の
は
私
一
人
で
い
い
」

　

３
月
13
日
、
公
園
に
引
き
ず
り
出
さ
れ
る
。

手
を
縛
り
目
隠
し
し
よ
う
と
し
た
兵
士
に
『
そ

ん
な
こ
と
は
必
要
な
い
。
私
に
は
大
和
魂
の

血
が
流
れ
て
い
る
』
と
一
喝
し
た
。
最
期
に
日

本
語
で
『
台
湾
人
、
バ
ン
ザ
ー
イ
』
と
叫
ん

だ
。
今
、
徳
章
は
貧
窮
の
身
か
ら
台
湾
ト
ッ
プ

に
な
っ
た
頼
清
徳
を
称た

た

え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
台
湾
総
統
が
尊
敬
し
た
〝
日
本
人
〟」

市長の手控え帖
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